
















山形県中小企業家同友会 委員会だより 

 

 

 

 

【社員共育委員会】 
 
「社員の自主性について考える」 
 

社員共育委員会では毎月第 3水曜日に委員会を事務局にて開催しています。 

その中で「学習会」という時間をとり、決められた報告者が問題提起をし、討論しています。 

先月は K社長から、「社員の自主性」について問題提起をして頂きました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

同友会入会後、「社員を巻き込んでいく」「社員の自主性の尊重」を意識して、現場判断を尊重するように

してきた。しかし、「社長に頼らず現場だけでやっていけばよい」という考えになったようでこちらの提案

を聞かなくなり品質が低下した。また仕事を勝手に受注したり独断で拒否したりということもあった。あ

る社員は新人いびり、4～5年目の社員への「お前はこんなこともできないのか」と言うようなパワハラを

行っていた。 

タイミングよく現場介入する事あったので、そこで業務、品質面は改善できた。パワハラについては「人

を育てる社風が出来ていないのでつくろう」と全社員、当事者にも率直に伝えた。根本原因として具体的

なビジョンを示せていないのが問題なのではと思い、コンサルを居れ、製造における必要技能を整理、力

量表を作成した。キャリア形成の明文化をやっとスタートしたところである。と問題提起されました。 

 

討論では、「力量表以前に、まだ権限を委譲する段階になかったのではないか」 

「社員の自主」には幹部社員の十分な判断力が必要であり、現状は社長のリーダーシップで引っ張ってい

くレベルに思える」 

「社員の自主性を尊重するのが良い経営者という理想に囚われていなかったか」 

「社員が誰のために仕事をしているのかという意識がないと、仕事を取る＝忙しくなるとしか考えず自分

勝手な仕事になってしまう。現場にお客様不在の意識があったのでは」 

「営業が社長のみなのも、現場が独断で仕事を進めた一因では。仕事を受ける窓口を一本化してはどうか」 

「外国人への社員の陰口をヒアリングで解決できた自社の例がある。しっかり話をする必要があるのでは」 

「力量表は管理職と一般社員で区別する必要がある(指導スキルの考慮)。時代に合わせて変えたり、組織

成長の為に水準そのものを底上げしたりといった必要があるので作成より運用が大変」等の意見があり、

社員の自主性や組織づくりなどの観点から学び合いました。 

 

自主性とは「自ら考えて判断し行動する態度」をいいます。社員誰しも自主性はあるはずです。しかし、

役職・役割の難易度、仕事の難易度では判断しきれない事も多くあります。管理者側からすれば判断させ

てはいけない事もあるはずです。現状をよく観察し、指示したり指導したり支援したり委任したりと様々

なリーダーシップスタイルで課課題解決、組織運営、社員教育をしていかなければならないと感じました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

こんな学習会をしています。 

自社の経営課題をお持ちになってゲスト参加してみませんか？ 

 

 

【次回社員共育委員会】 

■日 時：１月１７日（水）１７：３０～２０：００（基本的に毎月第３水曜日に開催してます） 

■会 場：山形同友会事務局（山形市南館 3-26-26 スタジオ・アヴァン 102 電話 023-645-5500） 

※同友会事務局に電話１本でＯＫ！ゲスト参加お待ちしております。 
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